
序
一
九
九
八
年
に
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、

翌
九
九
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
三
部
門
を
受
賞
し
た
ロ
ベ
ル
ト
・
ベ
ニ
ー
ニ

監
督
『
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』
は
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
救

世
主
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
国
内
で
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
映
画

復
活
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
映
画
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
、
イ
タ

リ
ア
の
中
部
ア
レ
ッ
ツ
ォ
で
生
き
た
あ
る
家
族
の
物
語
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
る
主
人
公
は
強
制
収
容
所
に
連
行
さ
れ
る
が
、
彼
は
死
と
つ
ね
に

隣
り
合
わ
せ
の
悲
惨
な
状
況
を
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
想
像
力
を
盾
に
し
て
生

き
抜
こ
う
と
す
る
。
人
間
の
強
さ
を
笑
い
に
包
ん
で
訴
え
る
こ
の
映
画
は

世
界
中
で
ヒ
ッ
ト
し
た
の
だ
が
、
こ
の
作
品
を
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
イ

タ
リ
ア
映
画
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
を
語
る
契
機
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、

『
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』
に
登
場
す
る
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
光
沢
に
煌
め
く
オ
フ
・
ホ
ワ
イ
ト
で
調
度
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
徐
々
に
迫
り
繰
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
足
音
を
聞
き
つ
つ

も
、
ま
だ
幸
せ
で
あ
っ
た
主
人
公
の
青
春
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
が
な
ぜ
「
白
」
で
あ
っ
た
の
か
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ

ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
『
暗
殺
の
森
』（1970

）
に
も
、
主
人
公
と
フ
ァ
シ
ス

ト
党
員
幹
部
の
逢
瀬
の
場
に
白
く
輝
く
ラ
ジ
オ
局
の
ス
タ
ジ
オ
が
登
場
す

る
（
図
１
）。
ラ
ジ
オ
と
い
う
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
源
で
あ
る
ラ
ジ
オ

セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、グ
イ
ド
・
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ

フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
イ
タ
リ
ア
映
画
に
お
け
る
「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
と

セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
機
能
性

石

田

美

紀
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局
を
、
視
覚
を
備
え
た
映
画
で
表
現
す
る
に
あ
た
り
、
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
は

な
ぜ
「
白
」
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
章
で
は
、
上
述
の
二
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政

権
下
を
描
く
際
に
現
代
の
イ
タ
リ
ア
映
画
が
し
ば
し
ば
引
用
す
る
「
白
」

の
イ
メ
ー
ジ
の
映
画
史
的
源
泉
を
探
る
。
続
く
第
二
章
で
は
「
白
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
支
え
た
三
〇
年
代
に
お
け
る
映
画
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
協
調

を
述
べ
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
「
白
」
の
イ

メ
ー
ジ
の
第
一
人
者
グ
イ
ド
・
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の

分
析
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
彼
の
参
加
し
た
映
画
に
い
か
に
貢
献
し
た
か
を

論
じ
る
。
本
論
は
、
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
イ

タ
リ
ア
映
画
と
い
う
個
別
事
象
の
記
述
と
分
析
だ
け
で
な
く
、
映
画
に
お

け
る
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
意
義
と
い
う
よ
り
広
い
問
題
系
へ
と
続
く
議

論
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

１

「
白
」
と
「
黒
」
の
映
画
史

イ
タ
リ
ア
映
画
史
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
商
業
映
画
一
般
を
意
味

す
る
「
白
い
電
話
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
白
い
電
話
」
と
は
三
〇
年

の
ト
ー
キ
ー
化
以
降
、
イ
タ
リ
ア
映
画
産
業
が
量
産
し
た
現
代
軽
喜
劇
に

付
け
ら
れ
た
名
前
で
あ
っ
た
。
軽
喜
劇
は
三
〇
年
か
ら
四
三
年
の
総
製
作

本
数
七
百
三
十
六
本
の
う
ち
三
百
五
十
五
本
製
作
さ
れ
、
全
体
の
四
八
・

二
％
を
も
占
め
る
１

。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
映
画
史
研
究
書
が
、
四
三
年
か

ら
四
五
年
ま
で
の
ナ
チ
ス
の
占
領
と
解
放
を
挟
み
、
そ
れ
以
前
を
「
白
い

電
話
」
の
時
代
、
そ
れ
以
後
を
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
の
時
代
と
し
て
い
る
２

。

し
か
し
、
こ
の
名
称
は
、
映
画
産
業
が
商
品
で
あ
る
映
画
を
管
理
す
る
た

め
に
つ
け
た
ジ
ャ
ン
ル
名
で
は
な
い
。
批
評
お
よ
び
映
画
人
の
間
で
自
然

に
生
ま
れ
た
名
称
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
清
浄
、
中
流
階
級
、
ス
ノ
ッ
ブ

と
い
っ
た
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
き
ま
と
う
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ま

ず
は
文
字
通
り
「
白
く
塗
ら
れ
た
電
話
」
し
か
意
味
し
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
少
々
濫
用
ぎ
み
に
使
わ
れ
て
き
た
こ
の
用
語
の
発
生
と
流
布
の
過

程
は
、
実
の
と
こ
ろ
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ヴ
ィ

オ
に
よ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
映
画
人
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
集
に
は
、

「
白
い
電
話
」
に
つ
い
て
の
様
々
な
証
言
が
み
う
け
ら
れ
る
が
、
現
代
も

の
の
軽
喜
劇
に
多
く
出
演
し
た
映
画
俳
優
ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ッ
ラ
は
な
ぜ

電
話
を
「
白
く
」
塗
り
は
じ
め
た
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
さ
て
、
電
話
は
と
も
か
く
あ
っ
た
。
そ
し
て
白
か
っ
た
。
で
も
、

流
派
や
様
式
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、
電
話
を
白
く
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
当
時
の
家
の
電
話
は
黒
か
っ
た
し
、
そ
の
黒
さ
と
い
っ
た
ら
、

身
の
毛
も
よ
だ
つ
ほ
ど
醜
く
、
悲
し
い
も
の
だ
っ
た
」３
。

ヴ
ィ
ッ
ラ
の
発
言
は
一
見
ナ
イ
ー
ヴ
で
は
あ
る
が
、「
白
い
電
話
」
の

名
称
の
由
来
と
そ
れ
が
提
示
す
る
問
題
の
核
心
を
突
い
て
い
る
。「
家
の

電
話
は
黒
く
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ほ
ど
醜
く
悲
し
い
」
と
は
、
黒
い
普
通

の
電
話
器
が
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
視
覚
的
に
美
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

セット・デザイナー、グイド・フィオリーニ
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し
て
い
る
だ
ろ
う
。
電
話
が
白
く
塗
ら
れ
た
理
由
と
は
、
照
明
に
映
え
る

た
め
で
あ
り
、
虚
構
の
美
を
追
求
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
理
由
が

お
の
ず
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、「
白
い
電
話
」
と
呼
ば
れ
た
映
画
群
を

観
て
み
れ
ば
、
同
時
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が
完
成
さ
せ
洗
練
さ
せ
た
古
典
的

な
照
明
、
明
る
す
ぎ
も
暗
す
ぎ
も
な
く
、
中
心
と
な
る
被
写
体
の
輪
郭
線

は
ほ
ん
の
り
と
際
立
ち
、
滑
ら
か
に
輝
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
照
明
を
実

践
し
て
い
た
。「
白
い
電
話
」
と
い
う
名
称
は
、
プ
ロ
ッ
ト
と
コ
ノ
テ
ー

シ
ョ
ン
以
前
に
光
と
影
と
い
う
モ
ノ
ク
ロ
映
画
の
視
覚
的
な
テ
ク
ス
チ
ュ

ア
を
適
確
に
掴
ん
だ
表
現
と
い
え
る
。
ス
タ
ジ
オ
製
の
軽
喜
劇
の
量
産
に

よ
っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
が
白
で
滑
ら
か
に
覆
わ
れ
た
時
代
、
そ
れ
が
フ
ァ
シ

ス
ト
政
権
下
の
三
〇
年
代
だ
っ
た
。

四
〇
年
代
初
頭
、「
チ
ネ
マ
」
誌
で
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
ら

は
自
覚
的
に
「
白
い
電
話
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
こ
れ
か
ら
目
指
す

べ
き
リ
ア
リ
ズ
ム
を
論
じ
始
め
る
。
以
下
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
原
作
レ
ナ
ー

ト
・
カ
ス
テ
ラ
ー
ニ
監
督
『
ピ
ス
ト
ル
の
一
撃U

n
colpo

di
pistola

』
の

デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
の
評
で
あ
る
。

象
牙
の
柱
や
雪
の
よ
う
な
蝋
燭
は
、
我
国
の
映
画
産
業
の
中
流
階
級

の
観
客
た
ち
が
長
く
賛
同
し
て
き
た
、「
白
い
電
話dei

bianchi
tele-

foni

」
を
巨
大
な
規
模
で
お
こ
な
う
も
う
ひ
と
つ
の
投
影
に
ほ
か
な
ら

な
い
４

。

「
象
牙
の
柱
や
雪
の
よ
う
な
蝋
燭
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
意
味
す
る
も

の
は
高
い
照
明
技
術
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
語

「
白
い
電
話
」
は
も
は
や
現
代
軽
喜
劇
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
ス
タ

ジ
オ
内
で
撮
影
さ
れ
た
主
流
な
映
画
の
視
覚
美
を
表
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
続
け
て
、
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
は
、『
ピ
ス
ト
ル
の
一
撃
』
の
視
覚

美
を
「
絵
画
的
か
つ
形
式
主
義
的
か
つ
イ
ン
テ
リ
的
な
無
為
」
５

と
呼
び
、

そ
の
登
場
人
物
は
「
中
身
が
な
く
、
空
虚
」
６

で
あ
り
、
そ
れ
を
埋
め
合

わ
せ
る
た
め
に
、「
主
に
装
飾
目
的
に
振
り
付
け
さ
れ
た
舞
踏
会
や
遠
乗

り
、
草
上
で
の
昼
食
」
７

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

四
二
年
、
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
が
脚
本
家
と
し
て
参
加
し
た
ル
キ
ノ
・

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
『
郵
便
配
達
は
二
度
ベ
ル
を
鳴
ら
す
』（1942−

43

）
で
、
不
倫
の
恋
に
落
ち
殺
人
ま
で
犯
し
て
し
ま
う
主
人
公
二
人
が
う

ら
ぶ
れ
た
室
内
で
初
め
て
抱
き
合
う
時
、
ス
タ
ジ
オ
内
撮
影
の
定
番
で
あ

る
三
点
照
明
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
緩
和
さ
れ
て
い
な
い
主
照
明
の
剥

き
出
し
の
光
が
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
闇
に
蠢
く
二
人
に
当
て
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
俳
優
の
ざ
ら
つ
い
た
肌
ま
で
が
苛
烈
に
も
露
に
な
る
（
図

２
）。
の
ち
に
原
作
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ケ
イ
ン
の
同
名
小
説
は
ハ
リ

ウ
ッ
ド
で
も
映
画
化
さ
れ
た
。
テ
イ
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
監
督
『
郵
便
配
達
は

二
度
ベ
ル
を
鳴
ら
す
』（1946

）
は
、「
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
」
の
ひ
と

つ
に
必
ず
数
え
上
げ
ら
れ
る
映
画
で
あ
る
が
、「
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
」

と
い
う
言
葉
も
当
初
は
商
品
の
管
理
と
い
う
厳
密
な
意
味
で
の
ジ
ャ
ン
ル

名
で
は
な
く
、
文
字
ど
お
り
暗
調
８

の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
も
つ
映
画
群
を

指
し
示
し
て
い
た
語
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
版
『
郵
便
配
達
は
二
度

ベ
ル
を
鳴
ら
す
』
の
ざ
ら
つ
い
た
暗
調
が
、
反
主
流
映
画
、
反
「
白
い
電
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話
」
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
は
ま
っ
た
く
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
す
ら
い

え
る
。

「
チ
ネ
マ
」
を
中
心
に
四
〇
年
代
初
頭
に
生
ま
れ
た
「
白
い
電
話
」
批

判
は
、
戦
後
直
後
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
へ
の
嫌
悪
と
反
省
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
四
八
年
、「
チ
ネ
マ
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
一
号
に
掲

載
さ
れ
た
マ
リ
オ
・
グ
ロ
ー
モ
の
「「
主
義
」
と
と
も
に
、
ま
た
は
「
主

義
」
な
し
で
│
│
『
無
防
備
都
市
』
か
ら
『
揺
れ
る
大
地
』
ま
で
」
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

解
放
直
後
、
ク
ゥ
ア
ド
ラ
ー
ロ
の
ス
タ
ジ
オ
は
強
制
収
容
所
に
な
っ

て
い
た
。「
白
い
電
話
」
も
ま
た
そ
の
運
命
を
ま
っ
と
う
し
た
か
の
よ

う
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
哀
れ
な
イ
タ
リ
ア
は
、
そ
の
映
画
す
ら

つ
く
る
権
利
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
奇
妙
で
、
ひ
か
ら
び
て
、

身
を
切
る
よ
う
な
選
択
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
お
か
げ
で
わ
た
し
た
ち

は
映
画
の
本
当
の
可
能
性
と
い
う
も
の
を
、
ず
い
ぶ
ん
の
間
否
定
し
て

い
た
の
だ
っ
た
９

。

「
映
画
の
本
当
の
可
能
性
」
が
「
否
定
」
さ
れ
て
い
た
「
ず
い
ぶ
ん
の

間
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
を
指
す
。
不
幸
な
時

代
に
製
作
さ
れ
て
い
た
「
白
い
電
話
」
が
、
映
画
の
真
の
可
能
性
と
は
対

極
の
も
の
と
も
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
今
引
用
し
た
箇
所
の
あ

と
、
グ
ロ
ー
モ
は
新
し
い
イ
タ
リ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
映
画
と
は
ネ
オ
レ
ア

リ
ズ
モ
で
あ
る
と
論
じ
て
ゆ
く
。
グ
ロ
ー
モ
が
俎
上
に
あ
げ
る
ロ
ッ
セ

リ
ー
ニ
監
督
『
無
防
備
都
市
』（1945

）、『
戦
火
の
か
な
た
』（1946

）、

デ
・
シ
ー
カ
監
督
『
靴
み
が
き
』（1946

）、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
『
揺

れ
る
大
地
』（1948

）
と
い
っ
た
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
の
古
典
的
作
品
群
の

テ
ク
ス
チ
ュ
ア
も
ま
た
光
り
輝
く
白
で
は
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
黒
く
潰

れ
た
暗
い
調
子
で
あ
っ
た
。

２

セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
と
美
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

映
画
史
家
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ロ
・
ブ
ル
ネ
ッ
タ
、
お
よ
び
ピ
エ
ル
・
マ
ル

コ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
は
、「
白
い
電
話
」
と
四
〇
年
代
初
頭
以
降
呼
び
習
わ

さ
れ
て
き
た
軽
喜
劇
の
多
く
が
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
チ
ネ
マ
・
デ
コ
」
と
新
し
く
名
称
を
つ

け
て
い
る
１０

。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
と
は
二
五
年
に
パ
リ
で

開
催
さ
れ
た
「
現
代
装
飾
美
術
・
工
業
美
術
国
際
博
覧
会
」
以
降
、
世
界

各
地
に
広
ま
っ
た
様
式
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
映
画
産
業
に
よ
る
ア
ー
ル
・

デ
コ
の
接
収
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
三
〇
年
の
ト
ー
キ
ー
第
一
作
ジ
ェ
ン

ナ
ー
ロ
・
リ
ゲ
ッ
リ
監
督
『
愛
の
歌L

a
canzone

dell'am
ore

』
の
製

作
・
公
開
を
挟
ん
で
急
激
に
起
こ
っ
た
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
世
代
交

代
と
、
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
１１

。
そ
の
主
な
理
由
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
期

に
活
躍
し
た
監
督
た
ち
が
二
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
映
画
産
業
の
危
機
を
国

外
に
仕
事
場
を
移
す
こ
と
で
切
り
抜
け
た
の
と
は
対
照
的
に
、
独
立
し
た

ア
ー
チ
ス
ト
と
し
て
の
地
位
を
も
た
な
か
っ
た
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
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ち
は
映
画
産
業
の
破
綻
と
と
も
に
職
替
え
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
１２

。
新
世
代
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
多
く
が
、
美
術
、
建
築
と

い
っ
た
隣
接
分
野
か
ら
参
入
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
例
は
、
ア
ー

ル
・
デ
コ
調
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
た
、
三
一
年
に
製
作
・
公
開
さ
れ
た

ジ
ェ
ン
ナ
ー
ロ
・
リ
ゲ
ッ
リ
監
督
『
パ
タ
ト
ラ
ッ
クPatatrac

』
で
あ
る

（
図
３
）。
こ
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
反
響
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
近

代
建
築
運
動
、
合
理
主
義
を
当
時
推
進
し
て
い
た
建
築
雑
誌
「
カ
ー
サ

ベ
ッ
ラ
」
に
大
き
く
み
ら
れ
る
。
三
一
年
十
月
号
で
は
、
編
集
長
を
務
め

て
い
た
建
築
家
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ガ
ー
ノ
が
映
画
『
パ
タ
ト
ラ
ッ
ク
』
を

「
モ
ダ
ン
な
趣
味
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ
と
エ
ン
リ
コ
・
パ
ウ
ル
ッ
チ
が
チ
ネ
ス
社
の
た

め
に
セ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
映
画
は
、
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
考
察
さ

れ
う
る
。
ま
ず
演
劇
的
な
装
飾
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
し
て
セ
ッ
ト
と

い
う
大
き
な
構
想
と
い
う
観
点
か
ら
。
イ
タ
リ
ア
映
画
に
と
っ
て
、
こ

の
作
品
の
意
義
は
と
て
も
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
厳
密
に
モ
ダ
ン
な
趣
味

で
演
出
さ
れ
た
最
初
の
映
画
で
あ
る
か
ら
。（
中
略
）
は
じ
め
て
映
画

製
作
会
社
が
、
お
な
じ
み
の
「
舞
台
装
置
係
」、
お
な
じ
み
の
「
装
飾

家
」、
お
な
じ
み
の
「
ペ
ン
キ
屋
」
を
拒
否
し
た
か
ら
だ
１３

。

「
モ
ダ
ン
な
趣
味
」
を
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
画

家
エ
ン
リ
コ
・
パ
ウ
ル
ッ
チ
と
画
家
兼
小
説
家
カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ
１４

と

い
う
二
人
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
家
で
あ
る
。
三
一
年
当
時
、
パ
ウ
ル
ッ
チ

と
レ
ー
ヴ
ィ
は
と
も
に
二
八
年
に
ト
リ
ノ
で
結
成
さ
れ
た
芸
術
集
団
「
６

人
集
団
」
１５

に
属
し
て
い
た
。
パ
ウ
ル
ッ
チ
は
『
パ
タ
ト
ラ
ッ
ク
』
以
降

も
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
モ
デ
ル
の
恋
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ダ
ン
で
白
く
輝
く

世
界
を
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ブ
ラ
ゼ
ッ
テ
ィ
監
督
『
パ
ル
マ
伯
爵
夫
人

C
ontessa

diParm
a

』（1937

）
で
つ
く
り
出
し
、
後
世
「
白
い
電
話
」
の

代
表
作
と
ま
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
三
一
年
に
公
開
さ
れ
る
や

大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
三
〇
年
代
軽
喜
劇
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
っ
た
ゴ
ッ
フ

レ
ー
ド
・
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ
ー
ニ
監
督
『
私
設
秘
書L

a
segretaria

pri-

vata

』
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
未
来
派
の
画
家
兼
写
真
家
の
ヴ
ィ
ニ

チ
ョ
・
パ
ラ
デ
ィ
ー
ニ
が
担
当
し
、
銀
行
頭
取
の
オ
フ
ィ
ス
を
ア
ー
ル
・

デ
コ
調
で
飾
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ネ
ッ
タ
と
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
が
「
チ
ネ
マ
・
デ
コ
」
と
い
う
名
称

を
用
い
る
意
図
は
、
照
明
と
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
す
「
白
」
の

テ
ク
ス
チ
ュ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
批
評
用
語
「
白
い
電
話
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
、
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
戦
後
の
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
へ
と
至
る
言
説

の
な
か
で
広
が
っ
て
行
く
際
に
纏
っ
た
曖
昧
さ
を
取
り
除
き
、「
白
い
電

話
」
が
当
時
の
美
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
連
係
し
た
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
す

る
も
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、「
チ
ネ
マ
・
デ
コ
」
と
い
う
用
語
だ
け

で
は
、
や
は
り
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
映
画
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

「
白
」
の
内
実
を
十
分
に
語
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
と
い
う
建
築
史
・
美
術
史
的
な
タ
ー
ム
を
新
た
に
付

け
加
え
た
と
し
て
も
、
結
局
は
「
白
い
電
話
」
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
セ
ッ

ト
を
背
景
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
・
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
と
い
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う
結
論
に
し
か
至
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
必
要
な
こ
と
は
、
実
際

の
映
画
作
品
の
中
で
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
が
ど
の
よ
う

に
機
能
し
、
破
綻
の
な
い
滑
ら
か
な
「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
の
成
立
に

貢
献
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

３

グ
イ
ド
・
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
・
「
白
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

グ
イ
ド
・
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
も
未
来
派
、
合
理
主
義
建
築
運
動
を
経
験
し

て
お
り
、
美
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
映
画
を
結
び
つ
け
る
人
物
で
あ
る
。
フ
ィ

オ
リ
ー
ニ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
に
お
い
て
四
十
五
本
の
映
画
に
参
加
し

た
。
映
画
界
で
彼
の
風
評
を
高
め
た
作
品
の
多
く
は
「
白
い
電
話
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
現
代
軽
喜
劇
で
あ
る
。
三
三
年
に
製
作
さ
れ
た
（
公
開
は
三

四
年
）、
グ
イ
ド
・
ブ
リ
ニ
ョ
ー
ネ
監
督
『
現
代
の
新
婚
夫
婦O

ggi

sposi

』
が
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
ま
た
翌
三
四
年
に
は
、
現
代
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
庭
の

没
落
を
描
く
マ
リ
オ
・
カ
メ
リ
ー
ニ
監
督
『
木
の
葉
の
よ
う
にC

om
e
le

foglie

』
で
、
主
人
公
一
家
の
邸
宅
を
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
で
し
つ
ら
え
た
。

屋
敷
の
内
壁
は
白
く
、
女
主
人
の
部
屋
に
は
瀟
洒
な
白
い
電
話
が
お
か
れ

て
い
る
。
こ
の
作
品
は
電
話
が
白
く
塗
ら
れ
た
最
初
の
映
画
群
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

あ
ま
た
の
美
術
・
建
築
畑
出
身
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
な
か
で

フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
に
焦
点
を
当
て
る
理
由
は
、
彼
が
生
み
出
し
た
「
白
」
の

テ
ク
ス
チ
ュ
ア
が
、
物
語
の
背
景
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
た
め
で

あ
る
１６

。
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
が
手
掛
け
た
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
セ
ッ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
と
美
術
、
建
築
の
差
異
、
つ
ま
り
そ
の
独
自
性
を
考
察
す

る
う
え
で
も
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
か
ら
だ
。

�
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
と
未
来
派
、
合
理
主
義

イ
タ
リ
ア
映
画
史
で
は
も
っ
ぱ
ら
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
記
述

さ
れ
て
い
る
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
で
あ
る
が
、
三
三
年
以
前
の
建
築
家
と
し
て

の
彼
の
活
動
は
、
そ
れ
以
降
の
映
画
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

活
躍
同
様
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
う
ま
れ
、

ロ
ー
マ
で
建
築
と
工
学
を
学
ん
だ
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
、
二
七
年
に
パ
リ
に

赴
き
近
代
建
築
に
触
れ
た
。
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
の
建
築
家

フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
行
動
範
囲
は
、
合
理
主
義
と
第
二
期
未
来
派
の
双
方
に

跨
が
る
。

建
築
史
上
に
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
名
は
、
二
九
年
か
ら
三
五
年
の
間
に
発

明
に
取
り
組
ん
だ
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造Tensistruttura

」
と
共
に
登
場
す

る
。「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
と
は
高
層
建
築
の
た
め
に
考
案
さ
れ
、
各
階

を
中
央
の
鉄
柱
に
吊
り
下
げ
支
え
る
と
い
う
発
明
で
あ
っ
た
。
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
は
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
の
初
期
段
階
か
ら
興
味
を
も
ち
、
助

言
を
与
え
て
い
る
。
三
一
年
に
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
し
た
の
ち
、
イ
タ
リ
ア

合
理
主
義
建
築
運
動
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
同
年
の
第
二
回
合
理
主
義
建

築
展
に
も
参
加
し
た
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
、
ト
リ
ノ
の
サ
ヴ
ィ
リ
ア
ー
ノ
公

社
の
協
力
を
得
て
、「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
の
技
術
的
改
良
に
取
り
組
ん

セット・デザイナー、グイド・フィオリーニ

109



だ
１７

。
三
二
年
に
航
空
省
が
発
表
し
た
ミ
ラ
ノ
・
リ
ナ
ー
テ
空
港
の
世
界

一
巨
大
な
飛
行
機
格
納
庫
の
設
計
、
三
三
年
の
国
営
保
険
会
社IN

A

の

設
計
も
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
自
ら
の

「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
を
試
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の

設
計
案
も
着
工
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構

造
」
の
非
現
実
性
に
あ
っ
た
。
三
四
年
、「
カ
ー
サ
ベ
ッ
ラ
」
誌
四
月
号

で
は
、
工
学
博
士
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
マ
ー
ジ
に
よ
る
「
建
築
家
フ
ィ
オ
リ
ー

ニ
氏
の
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
に
関
す
る
見
解
」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
マ
ー
ジ

の
試
算
は
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
が
北
米
の
高
層
建
築
と
比
較
す
れ
ば
、

極
端
に
耐
性
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
マ
ー
ジ
は
そ
の
論
考
を
、

「
わ
た
し
た
ち
の
建
築
家
は
輝
か
し
い
実
現
へ
と
到
達
で
き
る
だ
ろ
う
」

と
希
望
的
観
測
で
結
ん
で
い
る
が
、
や
は
り
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
考
案
は
当

時
の
技
術
的
環
境
に
は
新
し
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
１８

。

「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
を
用
い
る
設
計
が
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
不

幸
な
建
築
家
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
で
あ
る
が
、
設
計
案
が
実
際
に
施
工
さ
れ
た

例
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
１９

。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
三
一
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ

た
植
民
地
博
覧
会
の
未
来
派
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
イ
タ

リ
ア
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
が
ホ
ス
ト
国
と
な
っ
て
開
催
し
た
博
覧
会
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
参
加
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
の
名
所
旧
跡
を
パ
リ

に
再
現
し
植
民
地
政
策
の
意
義
を
確
か
め
あ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ

ア
も
ト
リ
ポ
リ
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
レ
プ
テ
ィ
ス
マ
グ

ナ
を
再
現
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
未

来
派
の
少
々
場
違
い
と
も
い
え
る
植
民
地
博
覧
会
へ
の
参
加
は
、
九
年
の

未
来
派
宣
言
か
ら
二
十
年
以
上
経
ち
、
す
で
に
前
衛
芸
術
と
し
て
の
勢
い

を
な
く
し
て
い
た
未
来
主
義
を
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
公
認
の
芸
術
運
動
と
な

る
こ
と
で
延
命
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
政
治
的
手
腕
の
賜

物
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
パ
リ
植
民
地
博
覧
会
が
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
と
未

来
派
を
結
び
つ
け
た
。
以
後
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」

は
未
来
派
の
出
版
物
に
お
い
て
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
三
三
年

「
未
来
主
義
」
紙
の
二
十
号
で
は
、「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ

の
偉
大
な
る
未
来
主
義
的
発
明
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
一
面
で
「
テ

ン
シ
ョ
ン
構
造
」
が
紹
介
さ
れ
た
（
図
４
）。
そ
こ
に
寄
せ
た
フ
ィ
オ

リ
ー
ニ
の
言
葉
に
当
時
の
合
理
主
義
と
未
来
派
の
緊
張
関
係
が
伺
う
こ
と

が
で
き
る
。

純
粋
な
合
理
主
義
は
死
体
だ
。
お
そ
ら
く
は
美
し
い
死
体
で
あ
る
。
生

き
て
い
る
存
在
で
は
な
い
。

芸
術
が
理
性
の
料
理
の
成
果
で
あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
そ
ん
な
こ
と

は
無
理
だ
。

リ
リ
シ
ズ
ム
は
魂
で
あ
る
。

そ
れ
は
命
だ
。

正
確
に
は
、
芸
術
作
品
と
し
て
の
価
値
を
ま
っ
た
く
持
た
な
い
凡
庸
さ

と
、
精
神
の
創
造
と
の
違
い
で
あ
る
。
創
造
は
ち
ょ
っ
と
し
た
彩
か
ら

う
ま
れ
、
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
表
現
へ
と
い
た
る
。

し
か
し
す
べ
て
は
創
造
だ
。

す
べ
て
は
発
明
だ
。
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な
ぜ
な
ら
、

芸
術
家＝

発
明
家
だ
か
ら
。

*様
式
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
発
明
者
は
源
で
あ
る
。
発
明
者
が
見
出
し

た
多
く
の
フ
ォ
ル
ム
を
模
倣
者
た
ち
が
今
日
ま
で
伝
え
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
興
味
を
掻
き
立
て
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
う
ず
も
れ
た

存
在
に
堕
し
て
い
る
。

耳
目
を
集
め
な
い
存
在
と
は
少
し
の
重
要
性
も
も
た
な
い
。
も
は
や
存

在
理
由
が
な
い
も
の
を
生
き
長
ら
え
さ
せ
る
こ
と
は
害
だ
。

今
日
建
築
で
は
、
モ
ダ
ン
な
源
泉
と
数
少
な
い
真
の
国
際
的
な
発
明
者

た
ち
を
模
倣
す
る
匿
名
の
多
く
の
者
が
、
本
質
を
欠
い
た
良
き
趣
味
を

行
使
し
て
、
真
に
創
造
的
で
発
明
的
で
精
神
的
な
進
化
を
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

こ
れ
は
危
険
な
こ
と
だ
。

脳
の
萎
縮
。

優
雅
さ
。

軽
率
さ
。

*精
神
に
よ
る
創
造
、
純
粋
な
発
明
は
、
感
受
性
と
リ
リ
シ
ズ
ム
と
精
神

性
か
ら
の
み
生
ま
れ
た
実
り
だ
。

そ
れ
は
我
々
ラ
テ
ン
人
の
、
未
来
主
義
者
の
、
そ
し
て
我
々
の
偉
大
な

る
資
質
の
力
で
あ
る
。

我
々
未
来
主
義
者
た
る
ラ
テ
ン
人
は
、
感
受
性
と
リ
リ
シ
ズ
ム
か
ら
相

続
し
た
真
の
創
造
性
を
有
し
て
い
る
。

リ
リ
シ
ズ
ム
＋
感
受
性＝

ラ
テ
ン
性

我
々
は
明
日
の
人
間
な
の
だ
２０

。

未
来
派
特
有
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
折
り
目
正
し
く
用
い
た
フ
ィ
オ

リ
ー
ニ
の
言
で
あ
る
が
、
合
理
主
義
を
そ
れ
だ
け
で
は
創
造
性
を
欠
い
た

も
の
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」

の
運
命
を
知
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
声
明
は
少
々
皮
肉
な
も
の
に
映

る
だ
ろ
う
。「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
は
リ
リ
シ
ズ
ム
に
溢
れ
す
ぎ
た
芸
術

性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
現
実
に
姿
を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
合
理
主
義
と
未
来
派
は
と
も
に
、
機
械
主
義
及
び
機
能

主
義
２１

を
標
榜
し
て
イ
タ
リ
ア
の
近
代
化
を
目
指
し
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の

よ
う
な
人
材
を
共
有
し
て
い
た
が
、
根
幹
の
と
こ
ろ
で
袂
を
分
か
っ
て
い

た
。
合
理
主
義
者
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
未
来
派
の
唱
え
る
「
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
が
所
詮
は
机
上
の
空
論
で
し
か
な
い
と
非
難
し
て
い
た
２２

。

一
方
、
未
来
派
に
と
っ
て
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
ン
テ
リ
ア
が
一
四
年
に
描
い
た
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
『
新
し
い
都
市
』
を
ロ
ゴ
に
し
、
紙
名
に
も
そ
の
名
を
戴
い
た
未
来
派

の
建
築
新
聞
「
新
し
い
都
市
」
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
三
四
年
三
月
五
日
発

行
の
同
紙
で
は
、「
生
の
総
合
的
な
機
械
化
」
と
題
さ
れ
た
Ｓ
・
Ｅ
・
マ
リ

ネ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
五
つ
の
質

問
は
す
べ
て
、
機
械
と
人
間
の
理
想
的
な
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
問
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
２３

。

セット・デザイナー、グイド・フィオリーニ
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
た
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
、
問
の
４
「
家
事
に

つ
い
て
常
々
切
望
さ
れ
て
い
る
、
人
間
に
取
っ
て
か
わ
る
装
置
や
機
械
人

形
の
開
発
の
必
要
性
に
、
す
べ
て
の
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
」
に
、『
現
代
の
新
婚
夫
婦
』
の
セ
ッ
ト
に
執
事
型
機
械
人
間
を
フ
ォ

ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
た
「
機
械
人
間
の
映
画
的
生
活
」
を
添
え
、
様
々
な

任
務
に
対
応
す
る
機
械
人
間
の
必
要
性
を
あ
げ
て
い
る
（
図
５
）。
し
か

し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
人
間
に
す
ぎ
な
い
執
事
型
機
械

人
間
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
一
目
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
未
来
派
の
唱
え

る
機
械
が
実
現
す
る
機
能
性
と
は
、
具
体
的
に
実
現
す
る
べ
き
目
標
と
い

う
よ
り
、
遠
く
に
あ
る
理
想
、
ま
た
は
想
像
力
の
産
物
と
い
う
も
の
だ
。

未
来
派
出
版
物
へ
の
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
一
連
の
登
場
は
、
彼
を
、
未
来
派

を
牽
引
す
る
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
す
建
築
家
、
す
な
わ
ち
夭
折
し
た
ア
ン

ト
ニ
オ
・
サ
ン
テ
リ
ア
│
│
周
知
の
よ
う
に
サ
ン
テ
リ
ア
は
創
造
力
溢
れ

る
近
代
建
築
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
多
数
描
い
た
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
現
実

に
施
工
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
│
│
の
後
継
者
に
仕
立
て
あ
げ
る
マ
リ

ネ
ッ
テ
ィ
の
目
論
み
の
一
貫
と
い
え
る
２４

。
だ
が
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
テ

ラ
ー
ニ
や
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ニ
と
い
っ
た
合
理
主
義
出

身
の
建
築
家
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
公
的
な
コ
ン
ペ
に
勝
ち
彼
ら
の
設
計

を
実
現
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
「
テ
ン
シ
ョ
ン
構

造
」
を
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
三
三
年
以
降
建
築
か
ら
施
工
さ
れ
ず
と
も

存
在
で
き
る
表
層
の
空
間
で
あ
る
映
画
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
へ
と
仕
事

の
場
を
移
し
て
ゆ
く
。

�
非
現
実
的
な
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
機
能

美
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
た
る
未
来
派
に
見
込
ま
れ
た
、
彼
の
途
方
も

な
い
創
造
性
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
架
空
の
空
間
で
あ
る
こ

と
は
当
然
す
ぎ
る
帰
結
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
未
来
派
の
機
械
化
同
様

映
画
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
実
際
の
建
築
と
比
較
す
る
な
ら
、
空
想

の
産
物
で
し
か
な
い
。
と
は
い
え
、
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
語
り
と
不
可

分
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
映
画
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

た
と
え
ば
、
マ
リ
オ
・
ボ
ナ
ー
ル
監
督
『
愛
の
三
十
秒Trenta

secondi

d'am
ore

』（1936

）
の
た
め
に
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
が
造
っ
た
主
人
公
一
家

の
住
む
、「
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
」
の
縮
小
版
と
も
い
う
べ
き
高
層
邸
宅
は
、

非
現
実
的
な
大
階
段
を
側
面
に
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
セ
ッ
ト
・

デ
ザ
イ
ン
は
、
こ
ん
な
階
段
が
あ
る
家
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
外
で
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
の
み
非
現
実
的
な
の
で
あ
る
。
観
客
は
、
タ
ク

シ
ー
で
帰
宅
し
息
を
切
ら
せ
て
大
階
段
を
駆
け
上
が
る
ア
ン
ナ
・
マ

ニ
ャ
ー
ニ
と
と
も
に
、
物
語
の
舞
台
と
な
る
歯
科
医
院
兼
住
宅
へ
と
誘
わ

れ
る
。
義
理
の
姉
の
浮
気
現
場
を
目
撃
し
た
と
信
じ
込
ん
だ
彼
女
は
一
階

│
│
日
本
の
家
屋
で
は
二
階
に
あ
た
る
│
│
の
兄
の
歯
科
医
院
の
呼
び
鈴
を

な
ら
す
。
兄
が
患
者
の
治
療
中
で
あ
る
こ
と
を
メ
イ
ド
に
告
げ
ら
れ
た
彼

女
は
、
二
階
の
母
に
嫁
の
不
祥
事
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
さ
ら
に
階
段
を
駆

け
昇
っ
て
ゆ
く
（
図
６
、
７
、
８
）。
彼
女
は
そ
の
目
撃
談
で
母
を
憤
慨

さ
せ
た
の
ち
、
今
度
は
メ
イ
ド
に
階
段
を
昇
ら
せ
て
、
叔
父
夫
婦
が
住
む
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三
階
の
扉
を
叩
か
せ
る
。
大
階
段
は
邸
宅
の
各
階
と
そ
こ
に
住
ま
う
人
物

像
を
観
客
に
提
示
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
階
段
を
急
ぎ
足
で
昇
る
人
物
を

斜
上
か
ら
捉
え
た
シ
ョ
ッ
ト
を
挟
み
、
そ
こ
に
軽
妙
な
音
楽
が
か
ぶ
せ
ら

れ
る
こ
と
で
、
軽
喜
劇
に
ふ
さ
わ
し
い
軽
快
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
リ
ズ
ム

が
獲
得
さ
れ
る
。
大
階
段
の
外
観
は
奇
想
そ
の
も
の
│
│
こ
の
邸
宅
が
何

階
建
て
で
あ
る
か
も
映
画
を
観
て
い
る
限
り
、
定
か
で
は
な
い
│
│
で
あ

る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
作
品
の
語
り
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
歯
車
と

し
て
存
在
し
て
い
る
。

�
サ
ロ
ン
と
砂
漠

映
画
監
督
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
以
前
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ッ
ト
ゥ

ア
ー
ダ
は
、
一
九
三
八
年
に
イ
タ
リ
ア
映
画
の
主
流
商
品
で
あ
る
軽
喜
劇

を
「
エ
レ
ガ
ン
ト
な
サ
ロ
ン
風
の
映
画
」
と
評
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
に
ぎ
わ
す
エ
レ
ガ
ン
ト
な
サ
ロ
ン
風
の

映
画
。
そ
れ
ら
は
、
お
な
じ
み
の
百
万
長
者
た
ち
の
背
景
で
あ
り
、
主

人
公
た
ち
は
い
つ
も
自
動
車
を
の
り
ま
わ
し
、
一
等
車
の
電
話
ボ
ッ
ク

ス
に
居
座
り
、
朝
食
に
は
絹
の
部
屋
着
を
着
る
よ
う
な
映
画
で
あ
る
２５

。

ス
ク
リ
ー
ン
上
に
出
現
す
る
流
行
の
粋
を
集
め
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
室

内
と
あ
り
そ
う
に
も
な
い
喜
劇
の
相
性
の
良
さ
を
、
ラ
ッ
ト
ゥ
ア
ー
ダ
は

指
摘
し
て
い
る
。『
愛
の
三
十
秒
』
も
、
居
間
と
階
段
、
自
動
車
の
車
内
、

庭
の
み
で
完
結
す
る
点
で
、
実
景
を
欠
い
た
サ
ロ
ン
映
画
で
あ
る
。
四
〇

年
代
初
頭
の
リ
ア
リ
ス
ト
批
評
が
、「
白
い
電
話
」
と
彼
ら
が
呼
ん
だ
作

品
を
酷
評
し
た
の
も
、
外
を
持
た
な
い
サ
ロ
ン
と
し
て
の
映
画
空
間
、
つ

ま
り
は
現
実
の
風
景
と
接
点
を
も
た
な
い
虚
構
の
美
に
淫
し
た
か
ら
で
あ

る
。と

は
い
う
も
の
の
、
同
じ
く
三
六
年
に
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
が
セ
ッ
ト
・
デ

ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
監
督
『
リ
ビ
ヤ
白
騎

隊
』
が
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
サ
ロ
ン
を
サ
ロ
ン
の
外
、
つ
ま
り
ア
フ
リ
カ
へ

の
大
地
へ
の
通
過
点
と
し
て
登
場
さ
せ
た
こ
と
は
、「
白
」
の
テ
ク
ス

チ
ュ
ア
の
内
実
を
考
え
る
上
で
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
。

恋
人
に
振
ら
れ
た
若
者
が
傷
心
の
ま
ま
リ
ビ
ア
へ
と
出
征
し
、
現
地
人

の
叛
乱
を
討
伐
す
る
た
め
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
へ
と
出
陣
す
る
。
彼
は
極
限
状

況
下
の
戦
闘
を
通
じ
て
精
神
的
に
成
長
を
遂
げ
、
リ
ビ
ア
ま
で
彼
を
追
い

掛
け
て
き
た
恋
人
に
別
れ
を
続
け
る
。
イ
タ
リ
ア
本
土
の
シ
ー
ン
の
ほ
と

ん
ど
は
恋
人
の
部
屋
で
展
開
し
て
い
る
。
彼
女
の
部
屋
は
非
常
に
洗
練
さ

れ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
に
し
つ
ら
え
ら
れ
、
こ
の
部
屋
の
最
初
の
シ
ョ
ッ

ト
で
は
女
が
白
い
電
話
の
受
話
器
を
あ
げ
る
（
図
９
）。『
リ
ビ
ヤ
白
騎

隊
』
の
原
作
は
、
二
八
年
に
発
表
さ
れ
版
を
重
ね
た
フ
ラ
ン
ス
人
小
説
家

ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
イ
レ
の
『
白
い
騎
兵
隊
』２６
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
の

映
画
は
登
場
人
物
を
イ
タ
リ
ア
人
に
変
え
た
だ
け
で
な
く
、
原
作
小
説
に

は
な
か
っ
た
都
会
の
恋
人
と
そ
の
居
室
を
付
け
加
え
た
。
原
作
小
説
で
は

「
白
」
と
は
も
っ
ぱ
ら
砂
漠
の
砂
を
意
味
す
る
が
、
映
画
で
は
「
白
」
と

は
ま
ず
は
恋
人
の
白
い
部
屋
で
あ
り
、
三
〇
年
代
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

が
生
み
出
し
て
き
た
「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
ま
と
っ
て
い
る
。
こ
の
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部
屋
は
、「
白
」
と
い
う
時
代
の
趣
味
を
洗
練
さ
せ
た
美
し
い
セ
ッ
ト
・

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
後
の
プ
ロ
ッ
ト
の
推
移
と
深
く

関
わ
る
。
主
人
公
が
部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
玄
関
の
白
い
壁
に

は
ア
フ
リ
カ
の
動
植
物
が
描
か
れ
て
い
た
（
図
１０
）。
こ
の
壁
画
は
、
女

の
手
痛
い
拒
否
に
遇
い
リ
ビ
ア
へ
旅
立
つ
彼
の
そ
の
後
の
運
命
を
暗
示
す

る
。
映
画
学
者
ヴ
ィ
ー
ト
・
ザ
ッ
ガ
ー
リ
オ
は
『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
に
お

け
る
白
い
部
屋
と
砂
漠
の
対
立
と
差
異
を
強
調
し
、
都
市
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
否
定
と
結
論
付
け
る
が
２７

、
む
し
ろ
都
市
と
砂
漠
を
媒
介
す
る
機
能
を

ア
フ
リ
カ
の
動
植
物
が
装
飾
さ
れ
た
白
い
部
屋
が
担
っ
て
い
る
と
考
え
た

方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
白
い
部
屋
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
白
」
の
空

間
で
あ
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
へ
の
ゲ
ー
ト
・
ウ
ェ
イ
と
な
る
。

フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
四
一
年
「
ビ
ア
ン
コ
・
エ
・
ネ
ー
ロ
」
誌
に
「
映
画

の
セ
ッ
ト
」
と
い
う
論
考
を
寄
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

以
前
、
技
術
者
や
監
督
か
ら
熱
心
に
乞
わ
れ
て
、
野
外
で
撮
影
さ
れ

た
シ
ー
ン
と
つ
な
げ
る
べ
く
、
ほ
と
ん
ど
真
っ
白
に
セ
ッ
ト
を
埋
め
尽

く
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

結
果
は
と
い
え
ば
、
撮
影
は
評
判
に
な
っ
た
が
、
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
は
酷
評
さ
れ
た
２８

。

フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
明
か
し
て
は
い
な
い
が
、
野
外

で
撮
影
さ
れ
た
シ
ー
ン
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
白
を
用
い
た
と
い
う
記

述
か
ら
、『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
に
つ
い
て
の
記
述
と
推
測
さ
れ
う
る
。
白

く
塗
ら
れ
た
壁
が
照
明
に
よ
っ
て
人
工
的
な
輝
き
を
見
せ
る
贅
沢
な
女
の

部
屋
と
、
ざ
ら
つ
く
無
数
の
砂
粒
か
ら
な
る
も
の
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
は

す
べ
る
よ
う
な
斜
面
の
連
な
り
を
見
せ
る
砂
丘
は
、
と
も
に
滑
ら
か
な

「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
有
す
る
。
無
限
に
つ
ら
な
る
か
と
思
え
る
砂

丘
の
白
（
図
１１
）、
主
人
公
の
巻
く
タ
ー
バ
ン
と
ラ
ク
ダ
の
白
（
図
１２
）。

さ
ら
に
は
、
砂
嵐
が
主
人
公
の
ラ
ク
ダ
部
隊
を
襲
う
時
に
、
フ
レ
ー
ム
内

は
舞
い
上
が
る
砂
に
う
め
ら
れ
、
真
っ
白
の
空
間
が
出
現
す
る
（
図
１３
）。

戦
後
の
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
す
ら
彷
佛
さ
せ
る
砂
嵐
の
シ
ー
ン
は
、
主
人
公

が
か
つ
て
の
自
分
と
決
別
し
精
神
的
な
再
生
を
果
た
す
プ
ロ
ッ
ト
上
の
契

機
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
に
よ
れ
ば
、
当
時
そ
の
セ
ッ
ト
・
デ

ザ
イ
ン
の
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
が
つ
く
り
出
し
た

「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
は
見
事
に
プ
ロ
ッ
ト
の
推
移
と
一
体
化
す
る
だ

け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
異
な
る
空
間
│
│
イ
タ
リ
ア
と
リ
ビ
ア
│
│
を
つ
な

ぐ
基
調
ト
ー
ン
と
な
り
、
映
画
全
体
に
視
覚
的
な
統
一
を
も
与
え
て
い
る
。

さ
て
、「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
に
貫
か
れ
た
『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
が

製
作
さ
れ
た
時
代
背
景
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
映

画
の
「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
の
も
う
ひ
と
つ
の
機
能
が
浮
か
び
上
が
る
。

こ
の
映
画
が
撮
影
さ
れ
た
三
六
年
と
は
、
三
五
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
を
侵
略

し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
が
「
イ
タ
リ
ア
帝
国
」
樹
立
を
宣
言
し
た
年
で
あ

り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
の
拡
張
政
策
が
頂
点
に
達
し
た
年
で
あ
っ
た
。

『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
は
同
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
映
画
祭
で
「
ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
杯
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
も
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植
民
地
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
リ

ビ
ヤ
白
騎
隊
』
の
以
後
、
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
だ
け
で
な
く
、

ア
フ
リ
カ
植
民
地
各
地
で
映
画
製
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ソ

マ
リ
ア
で
は
ロ
モ
ロ
・
マ
ル
チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
監
督
『
青
銅
の
歩
哨
兵Sen-

tinelle
di

bronzo
』（1937

）
が
、
リ
ビ
ア
で
は
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ジ
ェ
ニ
ー

ナ
監
督
『
ベ
ン
ガ
ジB

engasi

』（1942

）、
ゴ
ッ
フ
レ
ー
ド
・
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
リ
ー
ニ
監
督
『
ジ
ャ
ラ
ブ
ブG

iarabub

』（1942

）が
、
ジ
ブ
チ
で
は

マ
リ
オ
・
カ
メ
リ
ー
ニ
監
督
『
大
い
な
る
呼
び
か
けIlgrande

appello

』

（1936

）
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ
ー
ニ
監
督
『
空
往
か

ば
』（1938

）
と
同
監
督
『
ア
ブ
ー
ナ
・
メ
シ
ア
スA

buna
M
essias

』

（1939

）、
そ
し
て
グ
イ
ド
・
ブ
リ
ニ
ョ
ー
ネ
監
督
『
南
十
字
星
の
下
で

Sotto
la
croce

delsud

』（1938

）
が
撮
影
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
植
民
地
映
画
は
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
土
地
で
の
困
難
な

冒
険
と
そ
の
な
か
で
人
間
的
に
成
長
し
て
ゆ
く
男
性
の
過
程
を
描
く
、
男

性
映
画
と
し
て
の
側
面
を
も
備
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
、『
空
往
か
ば
』

で
は
、
妻
と
う
ま
く
ゆ
か
ず
家
族
を
イ
タ
リ
ア
に
残
し
て
南
米
に
移
住
し

た
飛
行
士
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
に
志
願
兵
と
し
て
参
加
し
、
戦
線
で
自

分
の
命
と
引
き
換
え
に
息
子
を
助
け
、
父
と
し
て
の
義
務
を
全
う
し
死
ん

で
ゆ
く
。
都
市
化
さ
れ
、
文
明
化
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
で
は
自
分
の
問
題
を

解
決
で
き
な
か
っ
た
主
人
公
た
ち
に
と
っ
て
、
未
開
の
ア
フ
リ
カ
は
本
来

の
自
分
を
取
り
戻
す
場
と
し
て
存
在
し
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ

の
彼
ら
の
移
動
が
、
植
民
地
へ
の
入
植
を
勧
め
る
当
時
の
政
策
に
と
っ
て
、

都
合
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
文
脈
か
ら
、

最
初
の
植
民
地
映
画
で
あ
る
『
リ
ビ
ヤ
白
騎
隊
』
の
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
が
演

出
し
た
白
い
部
屋
と
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
白
の
結
合
は
、
帝
国
主
義
的
な
言
説

と
し
て
も
見
事
に
機
能
し
た
と
い
え
る
。

む
す
び

フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
視
覚
形
態
と
な
っ
た
「
白
」
の
内
実
と
セ
ッ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
機
能
を
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
の
仕
事
を
中
心
に
論
じ
て
き

た
。
そ
こ
か
ら
お
の
ず
と
、
映
画
と
近
代
建
築
及
び
前
衛
芸
術
運
動
、
す

な
わ
ち
大
衆
芸
術
と
高
踏
芸
術
が
見
事
に
宥
和
し
た
時
代
の
様
相
が
立
ち

現
れ
て
く
る
が
、
滑
ら
か
な
「
白
」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
可
能
に
し
た
彼

の
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
映
画
産
業
に
よ
る
未
来
派
や
合
理
主
義
と
い

う
美
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
接
収
と
い
う
イ
タ
リ
ア
映
画
史
の
一
事
実
だ
け
を

指
し
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
魅
惑
的
な
か
り
そ

め
の
空
間
を
形
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、
映
画
が
意
味
産
出
す
る
と
き
の
駆

動
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
点
で
、
現
実
の
建
築
と
は
別
の
機
能
性
を
備
え
た

も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
下
の
「
白
」
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
グ
イ
ド
・
フ
ィ
オ
リ
ー
ニ
は
、
映
画
に
お
け
る
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ

セット・デザイナー、グイド・フィオリーニ
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ン
と
は
映
画
の
語
り
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
視
覚
要
素
で
あ
る
事
実
を
も

雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

１

U
.R
ossi, ™L

e
com

m
edie:L

a
debole

forza
della

produzione
italiana∫,

R
isate

delregim
e:
L
a
com

m
edia

italiana
1930−

1944,
a
cura

diM
.

A
rgentieri,V

enezia,1991,p.197.

２

書
名
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
白
い
電
話
」
か
ら
ネ
オ
レ

ア
リ
ズ
モ
へ
と
い
た
る
進
化
論
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
従
っ
て
、

三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
映
画
雑
誌
記
事
を
編
纂
し
たa

cura
diM

.M
ida

e
L
.Q
uaglietti,D

aitelefoni
bianchi

al
neorealism

o,

R
om
a,
1980.

、
ま
た
イ
タ
リ
ア
映
画
の
伝
統
を
な
す
喜
劇
を
軸
に
映
画

創
成
期
か
ら
現
代
ま
で
た
ど
る
過
程
で
、
第
二
章
「
三
〇
年
代
、
白
い

電
話
の
勝
利
」
で
三
〇
年
代
喜
劇
の
象
徴
と
し
て
「
白
い
電
話
」
と
い

う
用
語
を
使
うJ.A

.G
ili,L

a
com

m
edie

italienne,Paris,1983.

が
あ

る
。

３

F.Savio,C
inecittà

anni
trenta:

parlano
116

protagonisti
del

sec-

ondo
cinem

a
italiano

(1930−
1943),R

om
a,1979,p.1138.

４

G
.D
e
Santis,™Film

diquestigiorni∫,C
inem

a,
no.156,25

D
icem

bre,

1942.

５

Ibid.

６

Ibid.

７

Ibid.

８

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
遠
山
純

生
編
『Film

N
oir

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
の
光
と
影
』、
エ
ス
ク
ゥ
ア

イ
ア
・
マ
ガ
ジ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
九
。
ま
た
言
説
と
し
て
の

「
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
」
を
扱
っ
た
画
期
的
な
研
究
に
は
、
中
村
秀

之
「
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
／
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
ノ
ワ
ー
ル
」、
吉
見
敏

哉
編
『
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』、
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
〇
、

所
収
、
が
あ
る
。

９

M
.G
rom

o,™C
on
™ism

i∫
e
senza:D

a
R
om
a,città

aperta
a
L
a
terra

trem
a∫
,
C
inem

a,
no.1,25

ottobre,1948.

１０

G
.
P.
B
runetta,

Storia
del

cinem
a
italiano:

Il
cinem

a
del

regim
e

1929−
1945,

R
om
a,1993,p.13.,P.M

.D
e
Santi,™...e

l'Italia
sogna.

A
rchitettura

e
design

nelcinem
a
deco

delfascism
o∫,

Storia
delcinem

a

m
ondiale:

L'E
uropa

1.M
iti,luoghi,divi,

Torino,1999,pp.429−
483.,

G
.P.B

runetta,™Potessiavere
(più

di)
m
ille

lire
alm

ese∫,C
ent'anni

di
cinem

a
italiano:1.D

alle
origini

alla
seconda

guerra
m
ondiale,

R
om
a,1991,pp.248−

261.

１１

S.
M
asi,

C
ostum

isti
e
scenografi

del
cinem

a
italiano,

A
quila,

1989,p.20.

１２

Ibid.

１３

L
eader

(G
iuseppe

Pagano),
™D
ue
pittori

al
cinem

a∫,
C
asabella,

ottobre,1931.

１４

カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ
は
、
反
体
制
活
動
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
た
強
制

収
容
所
の
体
験
を
つ
づ
っ
た
小
説
『
キ
リ
ス
ト
は
エ
ボ
リ
に
止
ま
り

ぬ
』
を
一
九
四
五
年
に
発
表
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
イ
タ
リ
ア
人
カ
ル
ロ
・

116



レ
ー
ヴ
ィ
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
複
雑
な
関
係
に
つ

い
て
は
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。

１５

「
６
人
集
団
」
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
の
文
化
政
策
と
は
一
線
を
画
し
、

マ
ネ
や
デ
ュ
フ
イ
、
ド
イ
ツ
の
表
現
主
義
の
影
響
を
受
け
た
反
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
、
反
自
然
主
義
の
理
念
の
下
、
形
成
さ
れ
た
。
パ
ウ
ル
ッ
チ
と

レ
ー
ヴ
ィ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
ニ
コ
ラ
・
ガ
ラ
ン
テ
、
ジ
ェ
シ
ー
・
ボ

ズ
ウ
ェ
ル
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
メ
ン
ツ
ィ
オ
、
ジ
ジ
・
ケ
ッ
サ
で
あ

る
。

１６

未
来
派
と
合
理
主
義
を
経
験
し
た
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は

他
に
ヴ
ィ
ル
ジ
リ
オ
・
マ
ル
キ
が
い
る
。
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
マ
ル
キ
の
評
価
を
高
ら
し
め
た
の
は
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
が
登
場
し

な
い
ブ
ラ
ゼ
ッ
テ
ィ
監
督
の
歴
史
冒
険
活
劇
で
あ
る
た
め
に
本
稿
で
は

割
愛
し
別
の
機
会
に
譲
る
。

17

A
.M
.Z
orgno, ™G

uido
Fiorinie

le
O
fficine

di
Savigliano∫,C

asa-

bella,
settem

bre,1988.

18

F.
M
asi,

™O
sservazioni

sulla
Tensistruttura

dell'
arch.

Fiorini∫,

C
asabella,

aprile,1934.

19

イ
タ
リ
ア
銀
行
バ
ー
リ
支
店
（1927−

28

）、
ロ
ー
マ
お
よ
び
リ
グ
リ

ア
海
岸
の
い
く
つ
か
の
個
人
邸
宅
、
ア
ッ
ク
ア
マ
ル
チ
ャ
社
ロ
ー
マ
支

店
、
ロ
ー
マ
の
フ
ォ
ロ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の
ロ
ー
ド
ス
島
騎
士
団
教
会
の

復
元
（1950

）
が
あ
る
。Z

orgno,op.cit.,
p.53.

20

G
.Fiorini,™L

a
™tensistruttura∫:G

rande
invenzione

futurista
Fiorini∫,

F
uturism

o,
no.20,22

gennaio,1932.

21

ア
ル
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ト
リ
ス
は
一
九
三
二
の
論
考
「
機
能
主
義
的
建

築
の
諸
要
素G

li
elem

enti
dell'architettura

funzionale

」
の
な
か
で
、

合
理
主
義
を
機
能
主
義
と
等
価
の
概
念
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。C

f.,

F.B
runetti,A

rchitettie
fascism

o
,Firenze,1993,

p.104.

22

E
.D
a
C
osta

M
eyer,T

he
W
ork

ofA
ntonio

Sant'E
lia
,N
ew
H
eaven,
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